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維持管理について
　下水道と同程度の汚水処理機能を持つ合併処理浄化槽の構造は建築基準法で
定められており、正しい使い方と適正な維持管理を行えば、本来の機能を十分に
発揮することができます。

しかし、使い方を誤ったり、維持管理を適切に行わないと、放流水の水質が
悪化したり、悪臭が発生してしまうことになり、逆に生活環境を悪くする原因と
なってしまいますので、維持管理は専門業者に委託することをおすすめ
いたします。
法定検査について
法定検査には浄化槽を使用してから行う「設置後等の水質検査」（７条検査）
と毎年1回行う「定期検査」（１１条検査）を受けなければならないと、
浄化槽法に規定されております。
　そのうち毎年１回行う「定期検査」は平常の保守点検・清掃が適正かどうかを判定する
ものです。
たとえ保守点検業者と委託契約していても、その目的がことなりますので指定検査機関
財団法人「秋田県総合保健事業団」（018-880-5046）による法定検査を
必ず受けるようお願いいたします。
※平成18年2月に改正浄化槽法が施行され、浄化槽の法定検査を受検しない浄化槽
管理者（設置者）に対する罰則（30万円以下の過料）が規定されました。

合併処理浄化槽を使用する皆様へ





問い合わせ先


市民部環境生活環境課（0187－63－1111）


各支所農林建設課


神岡（0187－72－4605）　西仙北（0187－75－2970）


中仙（0187－56－2116）　協和　（018－892－3696）


南外（0187－74－3006）　仙北　（0187－63－3003）　太田（0187－88－1116）




















問い合わせ先


建設部下水道課（0187－66－4907）


各総合支所建設課








